
エフエム群馬放送番組審議会議事録 

 

１ 開催年月日   令和２年１０月１３日（火）１４時００分～１５時１５分 

 

２ 開催場所    本社５階会議室 

 

３ 委員の出欠 

   委 員 総 数   ７名 

   出 席 委 員   ６名 

 

   出席委員の氏名 

小 渕 紀久男  委員長 

    小 林  徹   副委員長 

髙 橋 正 也  委 員 

串 田 洋 介  委 員 

須 田 真 理  委 員 

沼 田 真由美  委 員 

 

   

   放送事業者側出席者名 

    塚 越 正 弘  代表取締役社長 

    金 井 政 人  取締役編成部長 

    森 田 藍 子  事務局（編成部員） 

 

４ 議  題 

 （１） あいさつ 

 （２） 報告・説明 

 （３）  意見交換 

 

５ 議事の概要 

（１） あいさつ（小渕委員長) 

ア 本日も番組への意見交換をお願いします。 
 

（２） 報告・説明（金井編成部長） 

 

ア 秋の番組改編、10－11 月月実施の特別番組・イベントの概要を報告 

・10 月改編はなし 基本編成継続 

 

・ＳＤＧｓテーマの５分番組スタート （金）9：54～10:00 

 提供＝リコージャパン群馬支社  出演＝アンカンミンカン富所哲平 

 



・開局 35周年記念 35 市町村コラボ企画・第 2 弾 10/2（金）放送 

 

・「ロッカーズライブ」 コンテスト代替企画の第 2 弾 

 11 月に、過去の出演バンド数組のライブを放送 

 

・高校音楽部活の応援企画 「高校生ラジオフェス ♯部室でコンサート」 

 10 月の土曜日 19時台に計 5回放送 

 

・群馬マスコミ 3 社 家族で話そう特殊詐欺ゼロキャンペーン 

 10 月 上毛新聞社×群馬テレビ×エフエム群馬 

 ＣＭは、アナウンサー5 人へ詐欺電話をかけた受け答えの音声を放送 

    

・１４８ｎｅｏ・幻のバカデーグッズ物販 11/1（日）Ｇメッセ群馬で実施 

 

・県内温泉盛り上げ特番「ぐんま温泉ラジオ」11/3（火祝）12:00～15：55 

 

・ＪＦＮの祭典「ＦＭ ＦＥＳＴＩＶＡＬ」 今年は新規企画 

 竹内まりや・山下達郎出演で音楽史５０年を巡る特番を全国放送 

 

・WAI WAI Groovin'タイアップ企画２つ 

 ①片品村観光協会タイアップ企画「K・W・U・P」 

リスナー投票でオリジナルうどんメニューを商品化して販売 

 ②群馬県地球温暖化防止活動推進センタータイアップ企画 

  「さとやんと、ＣＯ２スリム化プロジェクト」 

 

・金曜ダイジョーブタイアップ企画「帰ってきた カレ谷カレ彦」 

 2017 年に番組タイアップで制作したバタチキオリジナルカレー「カレ谷カレ彦」 

 をインターネットで販売 

 

   

６ 番組試聴 

 （１）試聴番組 

特別番組「ラジオ課外授業 夏休み子ども教室 2020」 

放送日時＝8 月 21 日金曜日 13:30～15:55 

 

夏休みに、子供たちにアナウンス体験やラジオについて学んでもらう特別企画の第

5 弾。今年は、新型コロナウイルスの感染防止を考慮し子供たちに質問を募集し電話

で出演してもらった。また、はじめて生放送での番組展開を行った。 

 

７ 意見交換 

 （１）意見内容 



ア 報告を受けての意見 

・特殊詐欺ゼロキャンペーンのアナウンサーへ詐欺電話をかけた反応の CM を聞いて、

どのように収録したのか気になった。 

 

イ 試聴番組についての意見 

・子供からの質問に対するアナウンサーの回答が面白かった。 

・アナウンサーの話やトークが上手だった。 

・イヤフォンで聴くと、取材の太鼓の音が、雑音が多く聞きにくかった。音を加工し

て聞きやすくできれば良いと感じた。 

・小学生の子供にも聞きやすい内容の番組になっていた。 

・アナウンサーの人柄や生い立ちがトークの節々にあって、アナウンサーならではの

失敗談も親近感が沸き、身近感じられることができた。 

・子供の声や話が、作られたものではなく、素の子どもらしいトークだったのが好感

が持てた。ラジオやテレビなどは、優等生風の受け答えや質問が多いが、普段の子

どものトークで流れてくることで、自分と同じだと安心して聴く事ができるのでは

ないのか。 

・コロナ禍に、今やれることを一生懸命にやろうというメッセージが伝わってきた。 

・5 人のアナウンサートーク場面は 3 人位で分けたり、パートで分けても良かったの

では。大人数のトークのごちゃごちゃ感が楽しい部分もあったが、最後まで大人数

のトークは少し聞き疲れしてきた。 

・“子ども”という括りで番組を構成していたが、小学生から高校生までは対象が広く、

内容は高校生のボリュームが多かった。 

・アナウンサーへの質問は、同じような質問内容でも、小学生と高校生では回答して

もらいたいレベルや質が違ってくるので、小学生・中学生・高校生など３部制にし

たらどうか。聴いている人のターゲットを絞って構成してもよいのでは。 

・子どもたちのリクエスト曲を聞きたかった。 

・レポートはアナウンサーと事前打ち合わせやアドバイスをしているので、内容がと

ても奇麗な仕上がりだった。 

・ラジオ局の仕事内容は、制作や他部署などの話を入れ込んでもよかったのでは。 

 

ウ その他の番組への意見 

   ・開局３５周年の歴史を振り返る番組を制作してみては 

 

  エ エフエム群馬全体に対する意見 

      特になし 

 

８ 審議機関の答申又は改善意見に対して取った措置及び年月日 

  答申又は改善意見なし。 

 

９ 審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、方法及び年

月日 



（１）放送 １０月３１日（土）２０：５５ 番組審議会報告番組内 

（２）書面 １０月２８日（水）上毛新聞に掲載  
本社事務所に備え置き 

（３）インターネット エフエム群馬ホームページ内 
 

 

令和２年１０月９日 議事録確認 

エフエム群馬放送番組審議会 

委員長 小渕 紀久男 


